
日
本
共
産
党

の
６
月
定
例
区

議
会
・
代
表
質

問
で
「
古
い
無

接
道
の
住
宅
や

通
路
が
狭
い
建

築
基
準
法
不
適

合
の
建
物
の
対

策
を
と
ら
な
い

と
耐
震
化
は
進

ま
な
い
」
「
地
震
危
険

度
の
高
い
木
造
密
集
地

域
に
特
別
の
対
策
を
！
」

と
、
地
域
の
声
を
取
上

げ
て
、
議
会
で
質
問
し

要
求
を
し
て
き
ま
し
た
。
耐
震
対
策
で
前

進
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

震
災
時
に
お
け
る
家
屋
の
倒
壊
危
険
度

の
高
い
地
域
に
つ
い
て
、
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
・
解
体
除
去
の
助
成
限
度
額
を
増

額
し
、
耐
震
化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。
対
象
地
域
は
、
下
の
表
の
木
造

密
集
地
域
、
期
間
は
３
年
間
限
定
で
す
。

解
体
工
事
費
上
乗
せ
に
つ
い
て
は
、
区
内

全
地
域
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
災
後
の
事

象
に
応
急
的
に

対
応
す
る
た
め
、

平
成
27
年
度
末

ま
で
に
約
50
カ
所
の
区
立
公
園
（
一
時
集

合
場
所
）
に
「
防
災
井
戸
」
、

「
災
害
緊
急
ト
イ
レ
」
及

び
「
ソ
ー
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
灯
」
を
整
備
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
平
成
25
年

度
の
設
置
工
事
に
向
け
、

10
カ
所
の
設
計
委
託
を
実

施
し
ま
す
。

◆

整
備
す
る
公
園
の
条

件・
公
園
に
接
す
る
道
路
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
下

水
道
管
が
耐
震
化
済

み・
区
内
全
域
に
均
等

に
配
置
（
概
ね
１
ｋ

ｍ
四
方
、
徒
歩
15
分

圏
内
に
１
カ
所
程
度
）

よ
り
多
く
の
区
民
や

帰
宅
困
難
者
等
が
利

用
で
き
る
よ
う
、
学

校
な
ど
の
第
一
次
避
難
所
や
主
要
道
路
に

比
較
的
近
い

◆

１
カ
所
あ
た
り
の
標
準
的
な
設
置
器

具
防
災
井
戸
１
基
、
災

害
緊
急
ト
イ
レ
４
基
、

ソ
ー
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

灯
１
基
、
備
品
倉
庫
１
基
、
ト
イ
レ
用
テ

ン
ト
４
張
、
案
内
看
板
１
基

※
ト
イ
レ
は
洋
式
で
、
車
椅
子
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
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改善の内容（来年の１月～３年間限

定）
【建物の倒壊危険度の高い指定地域の耐震

補強助成】

●60才以上の方のいる世帯など特定地域

耐震補助額１００万円→１５０万円（上限）

●一般世帯８０万円→１２０万円（上限）

【解体工事助成】

５割補助５０万円→９割補助１００万円

【建築基準法不適合の建物の対策】

耐震補強補助は認められないが、建替えを

特例で認めるようにする。老朽家屋の場合、

解体補助を出すことに

復
興
増
税
を
財
源
に
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
！

区
は
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
震
災
対
策
の
財
源
は
「
復
興

増
税
（
足
立
区
民
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
）
で
ま
か
な
う
」

と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
最
近
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
「
復
興
増
税
の

使
い
方
」
が
批
判
さ
れ
ま
し
た
。
「
復
興
」
で
も
「
被
災

地
」
で
も
な
い
事
業
の
た
め
に
、
「
復
興
増
税
を
す
る
」

や
り
方
は
問
題
で
す
。

し
か
も
、
増
税
し
な
く
て
も
こ
れ
ら
の
事
業
は
実
施
で

き
る
財
源
が
十
分
あ
る
の
で
す
。
昨
年
の
決
算
剰
余
金
な

ど
を
財
源
と
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
た
め
に
既
に
20
億
円

も
予
算
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
「
お
金
が
あ
る
の
に
『
復
興
』

を
口
実
に
増
税
す
る
」
の
で
す
。

こ
の
増
税
議
案
に
賛
成
し
た
区
議
会

自
民
・
公
明
・
民
主
・
み
ん
な
の
党
の

議
員
の
責
任
も
問
わ
れ
ま
す
。

◆平成２５年度設置予定公園

総合スポーツセンター公園（南花

畑５）、関屋公園（千住関屋町）、

佐野公園（六木１）、南宮城公園

（宮城１）、関原公園（関原３）、

大境公園（西竹の塚１）、栗島公

園（中央本町５）、上沼田北公園

（江北７）、大谷田南公園（中川

４）、舎人いきいき公園（舎人６）

昨年の北部ふれあいまつり



９
月
25
日
付
の
あ
だ
ち
広
報
で
、

「
週
３
日
勤
務
で
月
給
40
万
円
の

非
常
勤
職
員
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。こ

れ
は
「
施
設
再
編
整
備
調
査

員
」
と
い
う
名
目
で
「
一
級
建
築

士
ま
た
は
宅
建
資
格
を
持
っ
て
い

る
、
民
間
企
業

の
都
市
開
発
や

不
動
産
な
ど
資

産
運
用
経
験
が

15
年
以
上
あ
る

方
」
を
「
要
綱

専
門
非
常
勤
職
員
」
と
し
て
募
集

す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
二
重
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
仕
事
内
容
は
、
「
区
有
施

設
な
ど
の
活
用
・
処
分
の
方
針
を

作
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
」

と
い
う
も
の
で
す
が
、
区
民
の
財

産
の
処
分
な
ど
を
、
民
間
の
特
定

の
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

大
き
く
左
右
さ
れ
て
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
も
、
区
役
所
内

に
は
「
資
産
管
理
部
」
と
い
う
区

民
の
財
産
を
管
理
・
活
用
方
針
を

決
め
る
部
が
あ
り
83
人
の
職
員
が

い
ま
す
が
、
そ
の
部
と
は
全
く
異

な
る
部
署
に
こ
の
臨
時
職
員
を
お

く
と
い
う
の
で
す
が
、
必
要
性
に

大
き
な
疑
義
が
あ
り
ま
す
。

区
に
は
学
校
栄
養
士
は
じ
め
一

〇
〇
種
類
も
の
要
綱
専
門
非
常
勤

職
員
が
い
ま
す
が
、
み
ん
な
フ
ル

で
働
い
て
20
万
円
そ
こ
そ
こ
の

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
で
す
。

特
定
の
一
人
だ
け
高
待
遇
。
こ
ん

な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
、
近
藤

自
公
民
区
政
の
お
金
の
使
い
方
が

問
わ
れ
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
区

議
会
で
追
及
を
し
て
い
く
予
定
で

す
。
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Ｑ＆Ａ
● 尖閣諸島問題で中国が攻めてこないか心配です。日本共産党の提言がマスコ

ミなどで話題となっていると言いますがどういうものですか？（３０代･男性）

▼ 尖閣諸島問題での日本共産党の提言が反響を呼んでいるのは、政府が「領土

問題は存在しない」という、これまでの立場を改め、領土紛争の存在を認め、今

こそ、外交交渉で解決すべきという提案です。

日本共産党は、これまで、一貫して尖閣諸島が日本の領有であることを、歴史

的にも国際法上も明らかにしてきました。「日清戦争で日本が奪った」という中

国側の主張についても、今回の「提言」でずばり反論しています。日清戦争で日

本が不当に

奪ったのは

台湾などで

あり、尖閣諸島が入っていないことは国際条約で明らかになっています。

こうした、今回の日本共産党の提言は内外に反響を呼んでいます。毎日新聞は

2面の大型コラムで「政府見解の変更を求める論客」として、志位委員長と元外

務省幹部を紹介しました。テレビ番組でも、政府は領土問題の存在を認めるべき、

という発言が相次ぐなど日本共産党の提言自体が話題となって賛同の声が上がっ

ています。インターネットの「ニコニコ動画」でも、日本共産党の特集番組が組

まれ、志位委員長が尖閣諸島問題の提言を語りました。話を聞いた司会者は「一

番スジが通っている」「外交は共産党にまかせたらどうか」と感想を語っていま

す。日本共産党の提言では、日本も中国も物理的な対応や軍事的対応の強化は、

両国や国民にとって、何の利益もなく、解決の道を閉ざす危険な道であることも

強調しました。

領土問題は、相手国の国民世論をも納得させるような外交交渉を行わない限り

解決しません。ところが、歴代政権与党の民主党も自民党も「領土問題は存在し

ない」という立場をとり続けてきました。そればかりか、物理的、軍事的な対応

を強化すべきという主著が目立ちます。しかし、「領土問題は存在しない」とい

う民主党や自民党の態度では、かえって日本の立場を主張できず、中国側への反

論も出来なくなるだけです。いま、政府がなすべきことは、日本共産党が提案し

ているように、領土に関わる紛争問題を認め、理性的な外交交渉で解決をはかる

ことではないでしょうか。

日本共産党は、今年で党をつくって９０年になります。尖閣諸島問題で、道理

ある提案ができるのは、自由にモノが言えなかった戦前から侵略戦争に命がけで

反対を貫いてきた歴史があるからです。そして相手がアメリカであれ中国であれ、

堂々とモノをいう立場があるからです。詳しくは「しんぶん赤旗」やホームぺー

ジなどで紹介していますので、ぜひご覧ください。（伊藤和彦）

花畑・大鷲神社の大祭が10月6、7日行われまし

た。山車や子ども、大人の御みこしが町中を練

り歩きました。（写真は花畑3丁目付近）


